
(1)　BC= x  0x>01 とすると，¦ABC において余弦定理より，

　 　　　 24 =x 2+ 26 -2･x･6･cosB  

　 　   　 16=x 2+36-12x･
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　　　　 x2-9x+20=0 

　　　　0x-410x-51=0 

　　　　　　　          x=4,  5  

　　よって，BC=4,  5

20 1　4C が鋭角のとき， cosC=
42+x2-62

･2 4･x
>0 　つまり　 x2>20 である。

　よって，4C が鋭角のとき BC=5 である。

　また，0,<4B<180, より sinB>0 であるから

　 　　 =sinB ]1= -
2
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　よって ¦ABC の面積を S とすると，
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30 1　求める外接円の半径を R とすると，¦ABC において正弦定理より，

　　　　2R=
4

sinB
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　また，内接円の半径を r とすると，

　　　　S=
1

2
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(1)　 a= 1 ,  30 1 ,  b= 03 ,  -11 より

　　　　 
2
a = 21 + 23  =10 ， a･b=1･3+3･ -10 1=0 ， 

2
b = 23 + -10 1

2=10 

　また， p= cos0 1 a+ sin0 1 b ,  q= cos20 1 a+ sin20 1 b  より

　　　　 p･q=6 cos0 1 a+ sin0 1 b7･6 cos20 1 a+ sin20 1 b7
2

= cos30 1 a +0sin2 ･cos+sin ･cos2 1 a･b+ sin30 1 
2
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a =

2
b =10 ,  a･b=01=10sin3 +10cos3  

(2)　 t=sin+cos  とおくと，　 t=U2


sin +8 94

　 0(<2 より　　 


4
(+



4
<

9
4
 であるから

　　　　 -1(sin +8 9

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(1 　　　　+　 -U 2(t(U 2

　また， t=sin+cos  の両辺を 2 乗すると

　　　　 t2=1+2sincos  　　　　　+　 sincos =
t2-1

2

　よって

　　　　p･q =10sin3+10cos3=10 sin3 +cos30 1
=106 7

3-sin+cos0 1 3sincos sin+cos0 1

=10 t3-3t･
2
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t -1

2

-5t3= +15t

(3)　 f t0 1=-5t3+15t   0-U 2(t(U 2 1  とおくと，

　　　　 f- t0 1=-15t 2+15=-15 t+10 10t-11 

　 -U 2(t(U 2  における f t0 1 の増減表をかくと下のようになる。

　　　　 

t -U2 … -1 … 1 … U2

f - t0 1 - 0 + 0 -

f t0 1 -5U2 : -10 9 10 : 5U 2

　よって， f t0 1 すなわち内積 p･q は

　　　　 t=1 のとき　最大値 10 ，   t=-1 のとき　最小値 -10　をとる。

　t=1 のとき　　sin +8 9
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　　　　ゆえに　　=0，
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　t=-1 のとき　　

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　したがって， 内積 p･q は

　　　　 =0，


2
 のとき　最大値 10 ，  =，

3

2
 のとき　最小値 -10　をとる。
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